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総合討議

座長： 2番目にご発表くださいました岸田先生にご質問させていただきます。仮想的

な質問法ということで、「どのくらいなら」と額を聞かれているのだと思うので

すが、額を聞いたことと補助が必要とする額がどのように算出されてきたのか

というあたりをご説明いただいてよいでしょうか。そのあたりをどういうふう

に理解したらよいか。

岸田： 額を尋ねたのではなくて、質問で「何万円だったら入りますか、入らないで

すか」という形で尋ねたものです。実際の補助額の算出式は、それほど理屈は

難しくはないのですけれども、ここで出すには数式がごちゃごちゃしてわかり

にくいかなと思ったので、端折ってしまいました。申し訳ないのですが、論文

の抜き刷りがありますので、それを見ていただいたらと思います。

あと補足的なことで言わせていただきますと、第一段階の人に関しては、生

活保護世帯でサンプル数が少ないので、付帯する補助が適切かどうかというの

は言えていません。他にも特定の2つの世帯の調査結果なので、方法論として

は精緻なやり方でやっているつもりなのですが、パイロットスタディー的な性

格もあります。

座長： 有り難うございました。

このセッションでは、今日的に大きな課題である介護、障害者に対する問題、

あるいは保健活動がどのくらい評価していけるか、また今日的な新たな感染症

の問題等、様々に取り上げていただきました。今後、学際的な視点で研究を進

めていただき、成果を期待したいところでございます。皆様のご参加・ご協力、

有り難うございました。

なのか、あるいは、今後の方向として制度的な関わりをどうしたらよいか。先

生が向こうでご覧になってきたことから考えて、今後の我が国のあり方という

ことですが、これら2点について教えていただきたいと思います。

筒井： フィンランドの文化的背景ですとか、そういうところは専門家がいらっしゃ

るので、私が申し上げることは単なる印象にすぎませんが、家族に対する意識

は日本と似ているところがあると感じました。大変人口が少ない国でして、私

が滞在したところでも障害者がどこに住んでいるか、大体把握しているのです。

そういうことが出来る規模でコミュニティが存在しているともいえます。です

から、2番目の制度的関わりという点を考えますと、私は、日本全体のシステム

として考えるのは、ちょっと難しいと思います。

例えば、フィンランド 5 0 0万人、スウェーデン 8 0 0万人なのですが、横浜くら

いというのを想定してフィンランド的なシステムを作る自治体というものがあ

ってもよいのではないかと思います。これについては、既に実験的な試みをフ

ィンランド大使館でやっておられると聞いておりますので、その結果がどのよ

うになるのか長期的にリサーチしてみたいと考えております。

自立支援という点から考えると、フィンランド的な家族制度を主にしたシス

テムとスウェーデン的な社会を主にしたシステムと、日本人がこの2つのどち

らを選択するかということについては、相当議論をすべきですし、もしかした

ら自治体によって違ってもよいのではないかと考えています。

座長： 今回の調査は親子の関係についての調査でしたが、近隣住民であるとか身近

な他者の援助などということを、何か一緒に調べられたりされているのでしょ

うか。

筒井： 全ての国で、日本より密な地域の関係があると実感しました。特にドイツは

障害者は結構厳しい状況にあるとの印象を受けました。各国共に 1 8 歳や 1 7歳と

いうと、家から出るか出ないかを考えなければいけない時期ですが、スウェー

デンは「家から出る」というのが世の中の是になっていますから出るのですけ

れど、ドイツとかフィンランドは考えなければいけないということで、周りと

の環境を勘案しながら親が選択をするという感じになっているようでした。
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